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「

雜

：錄
健
康
保
險
運
動
の
基
調 

を
製
作
す
る
の
が3

的
.で
あ
％
。
故
に
酶
術
は
、
所
謂 

.世
に
謂
.ぷ
_

術
の
み
で
は
な
い。
»
»
、
嫌
刻
の
み
を 

以
て
®
術
さ
す
べ
き
で
は
な
い
。：
活
動
の
樣
式
を
滿
足 

す
ベ
き
何
等
か
の
形
式
に
：
あ
：け
る
勞
働
が
そ
れ
で
あ
.
：
' 

る
。「

故
に
窳
術
0
自
的
は
、
人
に
を
の_
暇
を
樂
玟
しr

 

め「

る
美
ど
興
味
足
を
興
へ
：、
そ
の
休
息
に
お
い
て
倦
怠 

;
;を
防
止
し
，
彼
等
の
勢
働
に
お
い
て
希
望
ミ
肉
體
的
快

」

一
〃ぃ 

樂
S

人
る
こ
ち
約
言
す
れ
ば
、
人
間
の
勞
働
|

ヤ
 

福
に
し
、
そ
の
聞
暇
を
有
用
な
ら
し
め
る
こ̂
に
^
つ
一 

x
、
A
間
の
幸
福
を
增
進
す
る
こ
ビ
で
あ
る
、
從o

T

,'
; 

«:
の
_
術
は
人
類
に
對
す
る
純
粹
な
幸
福
で
あ
る。

」
I 
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健

康

保

險

運

動

の

基

調u
)

:

園

乾

治

'

丨
本
認V

、. 

U

月
ヴ
‘11
紙
表
し
?:
拙

稿「

米
國
1C
於
け
る
健
康
摄 

,
.運
動」

は
米
國
ク
^
に
ジ
は
^
艮
ド
及
ぴM

a
s
s
a
c
h
u
s
e
t
t
s

兩
州
|: 

於
け
る
健
康
保
險
趣
勋
の
概
规
か
な
す
に
適
ぎ
な
か
つ
た
。
本

號

以 

下
|:
'
於
い
て
は
||
1
ら
！1
進
む
で
そ
，の
運
.湖
の
趄
調
を
な
す
勞
働
#
の 

疾
病
そ
の
他
|:
就

，
い

て

硏

究

し

て

見

|;
い
$
思
ふ
0
さ
ぅ
し
て
こ
の 

問
越
は
旣
に1

H
號
U
於
い
て
少
し
許
V
論
及
し
て
暌
い
れ
の
で
ぁ 

る
が
、
そ
の際

：.

i
lt
本
旨
^
述
べ
る
|:
餘
り
に
急
で
ぁ
つ
れ
爲
め
>レ 

十
分
論
じ
な
い
で
過
ぎ
て
行
つ
|:
^
で

、

蜇

规

を

舰

は

す

玆

|:
傅

論 

す

る

の

で

^
.
る

 
0
本
_論
(1
,
#ら
，自
<
;

A
m
e
r
i
c
a
n

 

L
a
b
o
r

 Legislation. 

Review,. June,. 1016, 

s

Brief for H
e
a
l
t
h

 

Insurance)).li

據
. 

つ
た
。
賊
に
他
に
幾
多
の
詳
密
な
硏
究
谈
表
が
行
it
れ
ズ
ゐ
る
I:
も 

拘
ら
す
、
自
分
が
婶
に
前
述
办
寥
考
密
に
據
つ
れ
の
は
、
こ
れ
^
以 

て
前
論「
米
國
に
於
け
る
健
康
除
險
運
勋J

の
補
遺
i
し
て
そ
の
常
時 

の
_
惝
‘
述
べ
る
れ
办
ド
最
も
適
當
な
む
の
で
ゎ
リ
* 

i

p

p
細
な 

る
硏
究
は
歡
る
他
の
.織
會
に
讓
る
の
^
至
當
で
ゎ
る
ミ
考
へ

?:
か
ら

.

.
'
.
W 

M

米
國
に
於
け
る
健
康
保
險
運
働
の
根
本
基
調?:
な
す 

も
の
は
"
次
の
六
個
：の
思
想
で
：あ
る
。

^

米
翻
の

勞
働
者p

に

翁
.t
>

T

は
疾
病
率
及
び
死

i
3

率
が
順
る
高
^o

こ
.

^

.

.

ニ
、
髒
骤
を
受
ぐ
る
打
め
に
よ
々
以
上
の
準
備
を
な 

す
こ
ゼ
が
^
喪
で
あ
る
こ
ビ 

:

三「

疾
病
の
た
泌
に
喪
失
せ
ら
石
、
賃
鈒
を
確
保
す 

る
'ft

め
に
、

よ
々
有
效
tt

る
‘方
'策
.を

必

要

ど

す

る

■.ャ
 
5

. 

.

. 

•

泗
、
疾
病
そ
豫
防
す
る
た
め
，に
一
層
の
努
力
を
必
要

.
» 

——

■ ■ 

■ 

■ 

■■ . 

'

^
.
>
.
<
^

る
こ
<
^
.
>
:
:
.

五
-
現
在
あ
る
备
观
边
施
殷
は
こ
机
等
.の
必
要
に
*
 

す
る
に
不
適
當
で
.あ
な
こ
S 

六
"
|
醫
療
及
び
現
金
を
給
忖
す
る
强
制
加
.入
主
義
0
 

'

健
康
保
險
は
、
最
も
よ
く
以
上
の
希
谨
を
實
現
す 

る
に
適
當
な
る
方
法
で
あ
，る
こ
^

す
六
卷
I 

C-H

八
七〕

::
:
：.
離
,:
德
丫 

： .

健
繼
镟
诞
働
0

一

健
康
保
險
を
主
張
す
る
も
の
，
議
論
は
，
種
々
雜
多 

で
あ
る
か
も
知
れ
'«
い
。
け
れ
ど
も
孰
れ
の
議
論
も
こ 

れ
を
要
約
す
れ
ぼ
、
以
±
擧
げ
'/

2
7̂

«

の
根
#

M
想
の 

孰
れ
に
か
歸
著
す
る
毛
の
で
.あ
.る
。
さ
う
し
て， 3.

の
六 

個
の
掇
本
思
想
は
.、
多
く
®
民
衆
ね
ょ
つ
て
亦
5£
當
で 

あ
る
ヒ
し
て
承
認
せ
ら
る」

V
せ
こ
ろ
で
あ0

て
、
各
州 

.
に

於

い

て

最

近

箸

し

，い

#
險
運
勸
の
勃
興
と
、

m

s

 

.る

.成
功
ヒ
が
.見
.ら
れ
.る
'や
う
'
:に
.‘-;
®

つ
^

-0
'は
.，、1

'に
そ
. 

の
-結
欺
で
あ
る
^
去
ふ
こ
ミ
が
.出
來
や
う
。
然
か
ら
ば 

ご
#
要
約
.せ

，ら

れ

，
た

雄

本

思

想

：は

、

如

何

な

事

：實

を

M 

礎
t

:L
、
如
何
欢
る
^

容
を
•有
す
る
も
の
で
あ
る
か
タ 

吾
人
は
先
づ
米
國
に
於
け
る
，勞
«
潰
の
疾
病
率
及
び
死 

C
率
ょ
6
慨
次
に
硏
究
す
る
こ
し
や
う
。

I
、

勞
慟
：
#

中
疾
病
沱
因
つ
で
勞
慟
不
能
祀
陷
る
%
 

.

の
が
頗
る
多S。

合
衆
國
に
於
いV

は
健
康
保
險
制
度
の
完
備
せ
ざ
る 

.
1则
9
他
の
諸
爾
£
同
乜
.や
3
に
完
全
な
る
瘐
病
統
針 

_
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>
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:雜
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罈
健
康
保
險
運
動
衾
.調
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馨
1魏
；

九
八
.

が
な
い
。
然
し
な
が
ら. 
>れ
迄
‘忙
試
み
ら
れ
れ
調
登
の 

結
果
は
、
ジ
孰
れ
も
勞
働
漭
の
中
に
は
疾
病
に
ょ
つ
て
不 

能
力
に
陷
る
も

to
が
非
常
に
多
い
こ
ミ
を
示
し
て

ゐ
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Insurance 
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の 

a:
を
一
例
ど
し
て
引
照
す
れ
ば
ノ

N
e
w

 

Y
o
r
k

州
の 

R
o
c
h
e
s
t
e
r

fc
於
い
て
は
十
五
歲
叉
は.そ
れ
以
上
の
^
 

子
千
人
中
ニ
三
上
ニ
人
は
絕
え
ず
疾
病
に
權
^
^
同
じ
く 

+
五
歲
又
は
：そ
れ
以
上
の
女
子
千
人
中
ニ
五*七
人
は
. 

疾
病
に
ょ
つ
て
同
樣
勞
働
す
る
：こ
：ビ
が
出
來
な
い
の
で 

あ
る
；o
'こ
れ
:^
男
子
は
：

|

ケ
^
:の
中
平
均
八
'*
s
日
、女 

子
は
九
•
四
日
勞
働
能
力
を
喪
失
す
る
■こ
ど
を
示
す
も 

の
で
あ
る
。

M

れ

をR
o
c
h
e
s
t
e
r

全
市
か
ら
見
れ
ば1
一
 

千
百
四
十
七
人
の
も0
が
、
.絕
え
ず
病
床
に
橫
っ
て
ゐ
：
 

る
乙
S
に
な
り
、1

,ケ
：年
勞
働
日
數
を
三w -
日
ミ
す
れ
- 

ば
六
:+
六
萬
四
千
日
"の
喪
失
に
_
當
す
ダ
の
で
あ
る
" 

(

L
.
efl
>
w
n
. ;F

r
a
n
k
e
l

v;;
o
o
n
n
n
u
n
i
t
y

 

⑴ i
c
k
p
e
s
s
w
t
u
d
y

 
s

United 

States 

p
c
b
l
o*Health 

Reports, 

Feb. 

25, 

1916) 

N
e
w

 Jersy 

州
の 

Trenton 

の
.調
®
は
こ
の 

R
o
c
h
e
s
t
e
r

の
調
査
^
類
似
し
た
結
果
を
示
し
て
ゐ
る 

(ibid)。

I
n
d'r
a
州
の
晴
近
の
硏
究
は
商
店0
婦
人
失

業
者
中
の.1

七

，
九
パ
ー
セ
.ン
ト
は
疾
病
の
：た
め
で
あ 

る
..，̂
.い
ふ
て
ゐ
.る
 

o
'

(Final 
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c
o
m
m
i
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九 
3 

ー
年

.
0

ン

聯
邦
調
査
R
ょ
れ
.ば
勞
働
考
の
.家
庭11

萬
五
千
四
百
四 

.

.十
中
.11

;

.
!一
 
パ
?
セ
ン
.ト
の
戶
主
は
全
く
疾
病
の
れ 

'
め
に1

ヶ

年

業

し

、
平
均
七•七
一
週
の
失
業
H
數
を 

:

算
へ
る
の
で
あ
る
。
さ
ぅ
し
て
も
し
そ
の
他
の
原
因
に 

:

ょ
：る
失
業
を
加
ふ
れ
ば
、
人
微
はS
ら
に
j

v七
パ
ー
セ 

;

ン
ト
の
增
加
を
來
す
こS
に
な
る
。(£fg!J

<?g 
ロ A

n
n
u
a
l 

Report of 

the 

IL 

ひ
.Commissioner 

of 

Labor, 

r Cost 

o
f 

Living a
n
d

 

Retail 

Prices 

of 

F
o
o
d
,

=

一9
0
3
)米

國
全
土
，に
於
い
：て
は
、
餾
逸
の
經
驗
をS
礎W

す
.

れ

ば

、
‘三

千

三

瓦

五

十

萬

0

職

業

與

子

及

び

女

子

ぁ
 

:
ぅ
、
f

の
中

I

千
コ
音
四
十
萬
の
«

«

者
、
合
f t

：
ニ
®

に
 

八
千
四
西
七
十
五
萬
日
、
，.
1
入
平
均
<

，
五
日
：の
勞
働 

不
能
を
惹
起
す
も
の
が
あ
る
^

い
ぶ
推
算
に
な
る
。

• 

(
A
m
e
d
s
'
n

 

L
a
b
o
r

 

L
e
g
i
s
l
a
t
i
o
n

 

R
e
v
i
e
w
,

 

J
a
n
.

 

1
9

口

)

.

こ
0
點
に
關
す
る
最
も
大
规
擴
且
つ
撒
細
な
る
細
査.

1 

F
e
d
e
r
a
l

 

n
o
B
M
^
^
O
P

 

o
p I

n
d
u
s
t
r
i
a
l

 R
e
l
a
t
i
o
n
s

 

の 

\

:
:
l 

. 

.

.

.' 

.

…

. 

^

も
0
で
あ
ら
ぅ
。
そ
の
報
吿
文
の
中
で

「

多
く
の
注
意
一 

が
災
害
防
止
^
向
け
ら
れ
る
け
れ
ざ
も
、
然
か
も
そ
れ
一 

は
疾
_
に
比
し
て
、h
能
力
喪
失
の
割
合
は
僅
か
に
七
分 

の

一
に
し
か
あ
た
ら
ぬ
程
少
い
も
の
で
あ
る

」

せ
い
つ
' 

て
疾
病
が
如
何
代
多
ぐ
且
っ
木
な
る
影
響
を
與
ベ
る
も
一 

の
で
：あ
る
か
に
就
い
て
警
错
し
て
ゐ
る
。

(

前

揭
F
B-
a
l一

R
e
p
p
r
t
)

」
I

F

勞
慟
者
は
結
核
死
亡
率&

高s
。
:

結
核
は
勞
働
過
度
、
，榮
養
不
良
、
：
不
健
康
な
る
四
圍
. 

に
ょ
っ
ャ
發
生
す
る
疾
病
で
ぁ
る
が
、
そ
れ
が
た
め
に

死
亡
す
る
も
の
が
康
る
多
い
の
で
あ
る
。

w
m
e
r
y

^
.
. 

H
a
y
h
u
r
s
t

は
一
九
〇
九
年
の
合
衆
國
死
亡
統
針
に« 

.せ
ら
れ
れ
百
四
十
種
の
職
業
分
類
に
於
い
て、

,

the 

、
ca.ptain 

of 

death 

M 

a
m
o
n
g
o
o
c
u
p
i
e
d
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'*

た
る
結
.核
病
は
九
十
六
中
の
主
要
死
因
で
あ
つ
た
。
.
ミ 

い
つ
て
ゐ
る
。
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O
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k
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r
l
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Bulletin 
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O
h
i
o
S
t
a
t
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o
a
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'
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R
i
v
e
r
:

に
於
け
る
ニ
九
〇
七
年
の
同
様
な
調
蜜 

に
よ
れ
ば
紡
績
會
社
に
勞
働
す
る
十
歲
以
上
の
人
々
の 

內
、
男
子
死
亡
者I

ー
 

西
八
士
七
中
の
彐
士
マ
八
パ
ー
セ
. 

ン
ト
女
子
死
亡
者
一ー
胃
夂
ナ
夂
中
の
|ー|十
七
”五
パ
ー 

セ
ン
ト
は
こ
の
結
核
の
た
め
R

_

れ
た
も
の
で
あ
つ 

た
。
紡
績
會
社
以
外
の
會
社
に
.於
い
て
こ
の
病
の
た
め 

に
鱗
れ
れ
も
の
は
、
數
R
於
い
て
は
前
者
よ
り
稍
々
少 

い
け
れ
ざ
も
そ
れ
で
も
尙
そ
の
他
の
疾
病
に
よ
る
よ
P
 

も
遙
か
に
多
い
の
で
あ
る
。
即
ち
同
じ
年
に
於
け
る
十 

歲
以
上
の
男
子
死
亡
者〖

，千
〇
九
十
七
の
中
十
三
*
九
.
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$
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九
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0
S
S 
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八
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保
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镧 

パ
1

セ
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ト
、
女
芋
死
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者
一
;

$

W
七

十1

•の
中
八
* 

五
パ
1
セ
ン—

は
結
核
0

_
牲
と
な
：つ
れ
の
で
あ
.り
' 
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>

r
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「

迤

換
:0
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全
な
る
取
：扱

を
ず
る
外
に
丰
段
が
«

い
の
で
あ
る
。
の
み
な
ら
中
勞 

働
者
雜
び
に
そ
の
.家
族
の
多
く
の
も
の
は
、
象
病
に
崔 

つ
て
も
全
然
®
療
を
资
け
，る
乙
^>

の
出
來
な
い
も
の
で 

%
る
.。
多
く
の
も
の
は
そ
れ
に
要
す
る
費
用
を
支
辨
す 

る
ふ-T

^
烬
出
來
なS

。

無
料
診
療
所
も
木
十
分
で 

t

o

を
0.
施
課
は
餘
h
に
小
數
で
あ
か
小
規
模
で
あ 

る
d
..

.

I
、

適
蟄
な
.
る
手
#

#

受
<

為
費
用
#
^
慟
者
紡
衮

M
e
m
o
r
i
a
l

 

o
p 

o

o--dut5at

o*IiaI 

Dfseases 

(
A
m
e
r
i
o
a
h

 

L
a
b
o
r

 Legislation 

R
e
v
i
e
w

 

T
a
p

 

I
9
I
I
)

に
於
い
て

 ̂

»
せ

ら

..れ

だ
I)
.
、ヒ
r
jろ
に
よ
.̂

と

、
.
一
日 
一

#

cし
て
 

'米
國
の
所
得
.の
多
い
職
業
に
：從
事
せ
る
興
女
勞
働
者
® 

, 

.毎
年
醫
搽
に
丨
要
す
る
費
用
は
：、
總
■

1

億
.八
千
四
百
.七
. 

:十
.五
萬
典
に
達
す
る
ど
’い
.ふ
i

で
.あ
■る
。
も
つ
^
最
.近 

に the- fe

a'e
r
a
l
o
o

B'-mission 

o
n industrial 

Relations 

(
p
l
&
l

!
1§

0'
1
1
 

6
f

 
t
h
e
,

 

c

o-i
n
m
j
s
s
l
o
n

 

o
n

 

I
n
d
u
s
t
r
i
a
l

Relations 

1
9

3

の
#.
算
す
る
^
こ
ろ
に
據
る
气
只 

备
人
六
账W

し
て
も
，
最
小
限
度
に
於
V
て
每
年
一
ー
镱
，
 

八
千
萬
#
を
必
要
S

す
る
5

K
は
れ
て
ゐ
る
。|

九
一
 

五
^こ

/
:
Bost

o-n

 

(

^'a
s
s
.
y
D
i
s
p
e
i
r
y

 

に
申
出
れ
る

七
.萬
五
千

®

ぢ

の 

> 家
政
狀
態
を
調
ベ
た
^
こ
ろ
が

、
.

一
 

こ
の
施
療
所
の
取
扱
つft
家
族
の
三
十
七
パ
ー
セ'ン

ト

：
 

は
、
手
女
の
所
得
.?:
加

：
へ
：
て.一
本
の
所
得
が
六
商
弗
珑：

—

 

ひ
は
そ
れ
以
下
の
も
の
で
あ
り
、
四
十
九
パ
ー
セ
ン
ト 

は
七
锊
弗
或
ひ
は
そ
れ
以
卞
、
七
十
：パ
ー
セ
ン
ト
は
八 

丙
^
或
ひ
は
そ
れ
以
下
，
八
十
パt

ヤ
ン
ト
は：

一
千
_
 : 

或
ひ
は
ぞ
れ
以
下
の
人
々̂

あ
つ
ft
乙
亡
が
剑
っ
允
？
へ
 

さ
ぅ
^
て
‘
し
虫
な
所
得
奢
の
み
に
つ
い
：て
觀
察
す
る:, 

と
す
れ
ば
、
M

H
*$-
.々
1

セ
シ
ト
の
み
が
一
千
讲
以
，

.
土
•の
所
得
を
有
す
：る
;^
,過
ぎ
な
い
の
で
あ
つ
ft
'.
°

然
か
ぐ 

.
る
^

ー
千
卵
以
下
0
灘

，を
有
ず
る
家
庭
に
於
い
て 

4

自
宅
で
治
療
す
る
^
要
す
る
材
料
，
钳
產
に
_

す
：
 

る
4

-0
を
も
購
入
す
る
こ
^
が
期
>待
す
る
Z

亡
は
出
來
.

な
い
の
は
當
然
で
あ
る。
.

同
じ
施
療
所
の
研
究
は
百
六
十
六
の
與
子
の
家
長中 

に
其
年
に
-ニ
百
六
十
.四
の
罹
病
あ
り
"
そ
の
內
に
て
七 

十
三
は
勞
働
不
能
を
•
起
し
た
る
の
み̂:
;
ら
ず
駄
床
を 

ふ
粟VJ

す
る
も
の
で
あ
つ
た

P

さ
ぅ
し
て
そ
の
十I

パ 

1
セ
' ン
ト
は
如
何
な
る
植
観‘の
.醫
療
fc
も
有
し
な
办
つ 

.た
の
で
あ
.つ
た
a
瓦
三
十
七
の
臥
來
を
要
し
な
ぃ
も
0 

五

十一

一
一
パI
セ
ふ
：
ト
は
醫
翁
を
得
る4

が
出
來
な 

か
つ
ね
の
で

か

る

。
.
一

千

四
>
B十
四
中
の
百
六
十II

一

(

即 

ち
+

一
*
六
パ
丨
.セ
ン
ト

)

«
支
拂
能
カ
あ
-
^̂:
0
现
_
 

に
：ょ
つ
て
、
こ
の
陁
療
撖
翁
胧
扱R
適
す
る
か
否
か
V
- 

疑
眼
で
ぁ
う
た
、
然
^.
一
養
一
れ
に
必
M
な

る
字
當
^. 

J

 
_る
と
瞎

か

含

の
ふ
• 
ニ
ー
，
I
セ
ン
ト
の
み
が
、
 

最
小
限
糜
§
費
麻
^
贫
_

6
得
る
‘も
の
で
あ
る
せ
考
へ 

b
れ
だ
に
過
ぎ
^
が
つ
れ
。.Boston '

の
如
き
都
市
の
人 

ロ
，
の

四

分

1

ば
、
' 恐
ら
ぐ
こ
れ
ミ
同
樣
の
狀
鶴
に
あ
る
：
 

の
^
ぁ
ら
ダ
之
思
は
れ
る
。
都
市
の
人
ロ
總
體
か
ら
鼢

笫
±
六

雙

(

三
九
进)

雜
錄
傲
康
傲
險
趣
酿
の

M

調
'

§
0
 

1

0,
茧
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十
六
卷

(

.三九六

〕

雜
錄
健
康
保
險
運
励

0
:基調
 

疼三

1̂1

つく

中
れ
ば
、
自
立
せ
る
勞
働
者
の
大
半
の
も
の
は
普
：通
の
. 

疾
病
の
場
合
に
は
、
支
拂
を
な
す
こ
^
が
出
來
る
で
あ 

ら
ぅ
。
然
し
な
が
ら
疾
病
の
永
延
き
：た
る
場
合
.、
成
a
 

は

特

別

に

費

用

が

嵩

み

た

る

，場

合

に

は

支

'拂
を
す
る
能
. 

力
は
な
い
も
.
の
で
あ
.
る
。

.

勞

働

者

が

適

當

な

る

醫

療

を

受

け

て

ゐ

な

い

，
ミ
い
.
ふ 

.

の

は

單

に

.
B

o
s

t
o

n

'0
み

な

ら

ず

他

の

大

都

: #
f c

於

：て 

も

同
*

で

あ

る'0S
t
a
t
e

 

Q
i
a
r
i
t
i
e
s

 
A
i
d

 

A
s
s
o
d
a
t
i
o
n

 

.

.

.

.か
、

N
e
w
.

 

Y
o

r
k

 

抑

の.
D
u
t
c
h
e
s
s

 

c
o
u
n
t
y
.
.
.

 

■こ

令

ナ

る

.一

I
，代

表

.的

五

區

の

疾

病

を

硏

究

し
.た
る
結
果
は
、：J

千
六 

;
百

中
0 ,
八
百
八
十I I 、：

換
言
す
れ
一
ば
過
宇
數
は
#
51
0 

手
當
の
費
用
を
支
拂
ふ
こ
と
が
出
來
る
け
ft
ど
も
、
長 

く
家
族
の
收
入
の
途
ゼ
斷
つ
に
及
ん
で
は
、
費
用
を
支 

_
ふ
こ
ビ
は
到
底
堪
え#
る
こ
ご
が
出
來
な
か
づ
ね/

:

然
か
る
に
1
一

百

士

一

即

ち

十

三

.
•
一
一

 

パー

セ
ン
ト
は
如 

何

な

る

費

用

を

も

金

靡

度

狒

ふ

能

カ

を

贫

じ

な

ぃ

も

の
 

:

.で

あ

合

計

で

こ

れ

等
0
患
者
中
0
ニ
十
四
パ
ー

.セ

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-g

~

.シ
"
Vは
’醫
療
を
受
け
な
炉
-つ
た
の
で
あ
.る
。
さ
ぅ
し
て 

，

「

不
必
要
な
見
つ
防
ぐ

.

こ
ヒ
の
出
來
な
い
苦
_
€

貧
窮 

の
'驚
c

j

へ
：き
多
ぐ
の
實
例
が
見
出
さ
れ
た
の
で
あ
つ 

た
O

J (state 

Charities 

A
i
d

 

A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n
,
《
sickness 

in D
u
t
c
h
e
s
s

 

c
o
u
n
t
y
,
、

N
e
w

 

Y
o
r
k
,

 

1
9

1
5
)

前

に

述

べ

た

る

に

於

い

て

は

、
そ
a

ょ 

5
も
'
も
.つ
ど
驚
くT

き
悲
慘
な
‘
る
事
實
が
あ
る
。
疾
病 

に
襬
り
た
る
も
の
、
三
十
九
パ
ー
セ
ン
ト
は
、
何
等
«

 

師
の
診
療
を
受
け
て
ゐ
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
勞
働
に 

從
事
す
る
こ
せ
の
出
來
な
い
程
の
疾
病
に
« '

み
つ
、
あ 

る

六

百

六

十

一

人

の

'
人
々
の
只
六
十
三
。
八
パ
！
セ
ン 

ト
の
み
醫
療
を
受
け
、
■そ
の
餘
は
何
等
の
手
當
を
受
け 

な
か
つ
れ
の
で
あ
る
。
.爻
た
勞
働
に
從
事
す
る
に
は
大 

し
た
支
障
の
な
い
病
人
百
三
十
七
人
の
中
、
醫
者
に
か 

、
つ
て
ゐ
た
の
は
只
四
十
五
®

三
パ
ー
セ
ン

ト
の
み
に 

過
ぎ
な
か
つ
f t

。

.
齒
科
治
療
に
於
い
て
も
資
金
が
な
い
た
め
紀
、
こ
れ

.を

蔑

だ

す

る

の

&

む

得

ぬ

も

の

が

多

く

あ

る

。

一

人

の 

エ

女

は

そ

の

齒

を

治

療

し

な

け

れ

ば

な

ら

：ぬ

^

12
i

§
 

K!
;
o
^
:

 F
s
-
G
t
o
r
.
v
. 

I
n
v
e
s
t
i
g
a
t
i
n
g
'

 

c
o
3

3
i
s
s
i
o
n
'
.

に

云

は

：パ
 

れ

ね

時

に

、「

私

は

そ

れ

を

治

す

あ

金

が

な

い

、

そ

れ

だ
 

.い

ら

敕

は

痛

む

で

も

敗

0
て

置

ぐ

ょ

り

外

仕

方

が

な

い
 

‘

で

す

」

>?
答

へ

た

。

〈
E
s
t
h
e
r

 

P
a
c
k
a
r
d

 

二L
i
v
i
n
g

 on 

S
i
x

 b
a
i
l
o
r
s

 

a

 

w
e
e
k
、

F
o
u
r
t
h

 

R
e
p
c
r
t

 

d
i
r

 (
N
e
w

 

Y
o
r
k

 
ン 

F
a
c
t
o
r
y

 

I
n
v
e
s
t
!

 
./Q
a
tB-
g 

o
o
m
m
i
s
s
i
o
n
,

 

1
9
1
5
)

.

••
•こ
れ
を
要
す
る
に
火
多
數
の
勞
働
者
は
、へ
風
彼
等
が 

.

支
拂
ふ
ベ
き
資
カ
を
有
し
«

,

い
が
た
.め
に
、
い
み
い
ろ 

の
方
而
の
書
療
を
省
み
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
の
み
な 

.
&
.ず
か
ベ
の
如
き
故
障
は
、
こ
れ
が
責
任
を
獨
ち
勞
働 

者
の
み
に
.負
擔
せ
し
^

る
之
.« ;

は
.
到
底
許
し
雛
い
も
の
：
. 

で
あ
る
。
尙
こ
の
.亂
は
後
で
詳
述
す
る
。

,

1

S

無
料
診
療
所«
不
十
分
で
あ
砂
"
慈
善
で
あ
る 

£

し
て
多
<

の
勞
慟
者
よ
り
排
瑢
せ
ら
教
る
。

.

.

.
勞
働
者
は
そ
の
必
要
’̂

す
る
醫
療
を
受
げ
る
だ
け
の

資

ガ

を

缺

い

て
な
る
^-
い

ふ

こ

0̂
を

承

誕

し

て

、

重
^
 

な
都
市
に
は
無
料
ま
代
は
.半
分
施
療
の
診
療
所
が
、
0
. 

常
に
数
多i

置
せ
ら
れ
て
ゐ
.
る
。
最
近
十
五
年
間
に 

米
國
に
於
け
る
施
療
所
の
數
は
、
實
に
四
倍
を
箅
す
る 

R

至
つ
れ
。

N
e

w

 

¥

0̂

市

0
み
^

て
も
以
前
の
穿

H
o
s
p
i
t
a
l

S
a
t
u
r
d
a
y

 

a
n
d

 

S
u
n
d
a
y

 

.‘A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n

 

現
今
の 

t
h
e

•
u
n
i
t
e
d

 

H
o
s
u
t
a
l

 

?
u

n
d

R

加
入
し
た
四
十
六
個
所
の
蝎 

院
は
.一

九

一

三

一

^

一

 

九
一
四
部
に
全
部
無
料
で
六
萬 

九
千
四
0
.七
十
四
人
の
患
#

を
診
療
し
、
加
ふ
る
に
ニ 

馬
五
千
吞
六
十
八
人
の
年
施
療
者
を
引
受
け
て
ゐ
る
ひ 

治
療
に
要
し
れ
る
延
日
數
一
一
西
十
八
萬
一
ニ
千
五
再
三
十 

八
日
の
中
，
六
十
パ
’
1
.
セ
ン
ト
は
挺
料
、
十
三
パ
ー
セ 

.

ン
ト
ば
市
0

1
で
ぁ
つ
て
、
結
局
患
者
が
何
等
の
支 

，
を
し
な
か
0̂

も
’
の

は

腐

者

の

.合

計

七

十

三

パ

ー

セ 

ン
ト
、
百
五
十
八
萬」

千
六
百
七
十
三
日
を
算
ベ
て
ゐ 

る

"°
.

(

|1
1
0
^
1
这
1
 

S
a
t
u
r
d
a
y

 

a
n
d

 

S
u
n
d
a
y

 

A
s
s
o
d
a
t
i
o
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六
#

.
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九
八
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,

齋

嫩
康
き
險
運_
か
_

N
e

肩 Y
o
d
c
c
i
t

^;-

公 Î
e

け ort for 

r

9

3v3 

勿
_
 

©:
:

§

は

f

 

Y

I;は
限
つ 

た
こ
ヒ
汜
は
な
い
::
0
ャ
窗
+

ー
 

の
#

^
に
於
.い
.
.て
色
々
'
. 

な
友
®
[か
务
こ
办
^
說
を
企
て

て

.◎
る
の
で
あ
る
。
け 

れ

,
も
大
.體
が
6
^

?

.、
大
都
會
0 !
方
^
'
そ
怀
が
多 

v
:<
芯
は
ま
^
事
實
*
*:
ふ 

o
9
J
-
f 

g
G
B
S
H
e

プ
，

Jr.

§

m

.
 

t 

〇
A,

み
が
之
©

■

公
受
味
る
に
過
ぎ
な
い
0,

で
あY

\

で
'
 

他
は
こ
れ
に
與
，か
ら
ぬ
办
で
あ
る
。(

前
揭
.
、

I

I

 

s-B
u
t
c
h
e
s
s

 

€
§
i

身
，)

N
e
w

 

Y
o
r
k

 

の 

tlie 

t
l
n
i
t
e
d

 

H
o
s
p
i
t
a
l

 

F
u
n
d

0.
云
ふ 
i

,こ
る
に從
、

f

 

.「

鍊
び
も
な
くS

病
院
の
手
當
を
：必
喪€
ず
れ
-̂

も
、
.

,
慈
善
岔
受
く
る

「

を
欲
せ
ざ
る.が
敗
に
、を
の
羊
當5r
:

h
.
p
L 

• 

. 

，
，. 

. 

- 

► 

4 
輙

o
f

 

f

 

I

I

 
o
f

 l
e

i

甚

.’.
H
e
l

 

l

受
I

る
多

蒙
I

f

る
。
當
市
に
於
い
^
、

.

I

B

I
 

m

 

t
h
i
t
e
d

 

v

s
 

^

!

F

o

i

l

,
 

f

 

I

 

o
f 

S
I

S

 

a
n
d

 Exhibits,
:

デ
s

f

る
病
人
、
負
傷
者
の
十
分,

に

過

蓬

ぬ

r-
ノ
 

V
. 

. 

\
:

い
の
で
ぁ
る
.众
»
當
.な
る
手
當
を
缺
ぐ
が
た
め
こ
教 

妙f

ど
き
れ
等
の
S

を
f

る
方
法
を
以
て
し
：|

'
康
I

率
1

s

t
友
人
成
び
は
f

 

l

y

 

て
も
尙
ほ
そ
®
靈

紀

應

f

l

不
足
し
J

る
。
.ベ

l

-

i

s

^

w
多
•

上

ぎ 

m
i
s
s
;

 C
o
u
n
t
y

 

.は
於
い
てj

萬
六
千
人
の
®
著
中
广
咚
で
あ
る
。

一I

十
A

:
パ
ー
ゼ
.
ソ
ト1

1
^
2

:%

系
當
^

受
ぐ
る
こ
ビ
.が 

ft
t

#
る
^

0

で
あ
る

ビ
い
.ふ
鋳
鸯
で

'あ
つ
'
た
が
、
實
際 

は
十
パ
ー
セ
ン
ト

を
收
容
t

る
に
過
ぎ
な
が
つ
た

。
乙 

れ
分
简
單̂
1
其
へ
ば̂

耍
を
雜
へ
る
も
の
公
三
分

「

©
'

H

 

I

 

Q̂

の
無
料
診
療
所
は
牟
々
四 

百
五
十
萬
弗
を.以
‘て
し
て
も
、總
T

の
霄
|?
.
を
.滿
11

，」 

ビ
A

H1
1
'
來
な
い
のi
で
あ
る
。
洛
ぐ&
も
' 

Q
/i
:

自
ら
醫
； 

に

就

ぐ

け

れ

^
;i-
t

.

1

除
に
.赴

,
い
，で.
«
,'1
.を
受
け
•る
こ
ミ
を
欲
し
な
い
。
東
部
で
六
西 

人
の
病
者
の
中
無
料
診
撥
所
を
訪
ね
れ

.る
も
‘
-0

は
僅
か 

こ
.三
十
ニ 
士
|

パ
ー
:セ
ゾ
ト
に«

ぎ
な
^
も
'0
'で
あ
り 

れ
。.

然
か
も
.こ
の
中
色I

の
原
因
に
ょ
っ
て
僅
か
に
一 

P
-

訪
ね
お
る
の
み
に
し
て
冲
'i
h

し
れ
る
^
の
が
 

一j

十
六 

パ
1

セ
ン
トR
:
達
す
.名
程
'で
あ
，つ
て"
到
底
不
十
分
な 

る
を
免
れ
な
い
。
中'®
部
；ね
於
が
ザ
從
東
部
'0

有
樣
ょ 

ゥ
ち

'*
:

ち
つ
^

M

い
成
鑛
を
示
し
て
，ぬ
.る
。i
.

\
lr

は 

A

二
十1

パ
ー
セ
ン
•>
-0

み
'̂

無
料
.診«
^

に
-̂
'
き 

蚤
の
十.五
バ
1

セ
ン
ト
は
鳴
一
囘
に
し
.て
廢
'め
て
し
ま 

つ
ye
Q
で
あ
石
？
さ

ぅ
-:
1
,て
：̂

0

«因
は
大
部
分
:;
"

'0 

ら
そ
0
慕

令

無

效

でa

つ
：れ
れ
め
で
あ
る
。

か
{
.
0.如

き

篤

志

に
4
.く
.も
.の
，及
'C
X
外
の
設
立
.
.
^
$ 

く
慈
善
事
業
の
失
敗I
 
.結

核

の#

*搬
脹
運
#
に
よ

七
.て
录
近
十
ヶ̂

ね
こ
の
方
'®
の
施
鼓
亦
急
激
に
權
加 

し
."2
?
.
.さ
ぅ
し.
1:
.恐
ら 
く

 

勿
何
.
'«

る

他
'0
;
^
^
^
^
r.
f
,
^
?
' 

，る
施
設
の
增
加
も
、
こ
の
結
核
豫
防
に
對
す
る
も
の
の 

谓
加
.，に
%

敵
'す
る
こ，
^
.は
出
.來
.ま
い■€
痛
せ
ち
れ
^
避 

:
で
，あC

V

た
。
け
れ̂

も
そ
の
效
枭
は
誠
に
微
、々

れ
る
も 

.の

で

あ

つ

た

。
，市

當

局

必

.調

鸯

で

は
N
e
w

 

Y
o
r
v

-o
^
 

に

は|
.ニ
舊
七
千
，の

猶

核

患

考

で

あ

る

£

去
.は

れ

，
て
ゐ
る 

が
、
三
午
め
も
の
ほ
自
ち
書
師
に
就
き
、
丄

C

千

の

%
-
の 

..は

憲

必

療

養,

y

肷
容
せ
ら
机
、

一
萬
學
は
學
用 

«,
!

%

^
し
^

^

^

禅
れ
て
&

名
、̂
#

箅
せ
ち
れ̂
'-
0

然 

.L

そ
0

麗

0

,
ー‘.萬

ニ

：千

八

孩

即

ち

三

分

，
一

の

も

の

. 

はf

如
何
：
®

る
種
類
の
手
當
.を
も
受
け
て
ゐ
る
か
全
く 

不
明
の
有
薇‘で
あ
つ̂

。
然
か
，もC
0

市
，の'調
.査m

外

に
，御
' 
一、萬
|ニ
，千
0

針
算
..せ
：も
れ
ぬ
結
鏃
患
者
が
あ
今
、
 

つ

間

?)
事
情
を
知
る
こ
ど
が
出
來
る
。
米
手
普
を
加
へ
て
ゐ
|

は
S

極

め

て

一•/
]
>
部

分

の

み
 

阈
こ
令
、七

鐘

陔

味

：豫
访
す
.f

_

 

で
あ
る
ち
，し
いu

知

れ

ぼ

.、

蓋

し

雒

人

も

思

ひ

牢

祀

過
 

で
あ
る
ミ
い
.ふ
議
論
が
、
|
般
に
'普
及
し
7 2

る

顧

果

ビ

、
ぐ

る

も

の

#

-^
ら

，ぅ。
,

犛

銮
 

I
B
S 

雜

;■
:
縫 

I

l

^

i

 

S

 ー
:0
九



第

十

六

卷c

四
：〇
〇

)

雜
.

錄
.

健
康
保
險
運
動
.の
寒
調

 

第
n

i.

1
1
0

:

.
無

料i

所
の
'設

«
が
如
何
に
急
速
は
普
及
し
て 

も
、

こ
办
に
i

つ
て
男
子
及
び
；女
子
0
間
の#
數
の
疾 

顧
.を
取
扱
ふ
こ
在
は
到
底
不
可
能.な
こ
と
で
あ
る
。

.

.

ニ
！1>
 

出
産
其
他
の
家
庭
內
の
手
當
看
護
の
不
備
'

:

極
く
最
近
に
澄
つ
て
自
ら
^

«

す
る
こ
'£

の
出
來
な 

い
人
.
々
0

た
め
.
に
、
保
健
周
典
他
の
紕
織
に
ょ
0

て
巡 

囘
看
議
0

方
法
.を
行
ふ
乙
ビ
が
始
め
ら
れ
た
デ
を
れ

.は
'. 

特
.に
結
核
及
び
幼
兒
、の
福
祉
0

沱
め
に
行
は
れ
名
乙$

.
が
多
い
。
全
國
ー
1西
〇
九
の
都
布
の
內
2£

十
の
都
市
に
：
 

於

：
い
て
"

報

吿

の

あ

つ

れ

結

核

患

者

を

巡

间

し
て
、

*
 

，
謎

及

び

醫

潘

の

•
診
^

を
な
す
れ
めU

.

保
健
局
が
活
動
し
？ 

，

—

ズ
ゐ
る
。
，八
十
九
の
都
市
に
於
い
.
て
巡
同
看
護
婦
を
^

 

入
れ
"

幼
兒
の
福
a

- #

務
所
を
維
持
し
て
ゐ
る
。(

前
揭
" 

c/u
r
v
€
v

 

o
f

 

t
b
s

 

>

&
.̂
PJ
-
g
5G

.
/ 

I 

. 

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

. 

• 

• 

• 

:

鴿

志

考

の

.設

け

れ

る

看

：護

所

の

活

動

は

.*
そ

れ

ょ

>
 

も

つ

ぢ

普

及

し

て

办

.る

0
そ

0
數

：は

^
九

IT
ハ
中
の

‘始

' 

め
■
に

於

ぃ

:1
:
、

^
0
ズ
' Y

o
r

k
1

:州

.の

み

で

2
西

五

十

八

：

個
所
一
千
.三
百
六
十
五
人
の
看
誕
婦
が
こ
れ
に
從
事 

し
、
全
國
國
で
は
總
計
ー
1
千
個
所
五
萬0
從

業

者

が

ぁ

_
る 

ビ
い
ふ
乙
^
で
あ
る
。
現
任
で
は

M
e
t
r
o
p
o
l
i
t
a
n
.

 

L
i
f
e

 

I
n
s
u
r
a
n
c
e

 

c
o
m
p
a
m
r

で
冬
同
社
の
膝
險
に
如
入
せ
る 

人
々
の
た
め
に
、
一
I

t

八

州

^

亘

る

千

七

百

の

大

小

都 

市

に.
こ
0

制
废
を
實
行
し
て
ゐ
る
。

、D
u
t
c
h
e
s
s

 

C
o
u
n
t
y

の
報
吿
に
ょ
れ
ば
千
四
百
四
十

1
人
：の
自
家
に
臥
床
發
る
病
者
の
中
四
十
五
バ
ー
セ
ン 

:■
'
ト
，は
、
：.:®
潜
の
.§

を
受
く
る
以
外
に
V

適
當
匁
る
看
. 

.
饑
を
受
け
て
ゐ
な
い
。
報
告
の
'言

葉

を

藉

り

て

言

へ

.
ば 

「

■#
.く
の
場
合
紀
は
，看
義
を
受
く
る
便
宜
を
有
し
な
い
、 

冷
ぅ
で
な
い
場
合
に
は
如
何
な
る
勸
務
を
要
す
る
か
、 

如
何
に
し
て
こ
れ
.を
求
む
ベ
き
か
を
知
ら
な
い
の
で

 ̂

^
o」 (

N
"n>
w Y

o
n
c

 

rharit!

o»s 

A
i
d

 

Assocla.tlon

v* 

d
t
),

勞
働
者
の
妻
が
出
產
の
際
に
；熟
練

.せ
る
助
產
者
そ-# 

な
ぃ
.'の
は
恰
も
疾
病.に
，對

し

：て

醫

療

手

當

を

有

し

な

い

'

の
，$
同
1

で
あ
る
。
，女
子
の
出
產
に
原
因
す
る
死
亡
泠
然
仕
樣
の
な
い

'
も
の
許
り
で
あ
つ
れS

い
ふ
5
.
ビ
で
.
め
. 

多

ズ

，の

も

の

は

'適

當

^
る

助

產

婦

.を

得

る

乙

ご

^
ょ

つ

る
。

て
防
止
せ
ら
れ
るJ

?>
;

5

。
.

」 

そ
の
後N

e
w

 

_
Y
o
r
k

及
び
f

 yl
v
a
n
i
a

に
於
い
て 

然
し
不
熟
練
な®

產
婦
の
た
め
に
非
常
に
多
數
の
出
：

は
免
許
登
錄
及
び
取
締
の
方
法
を
採
用
し
て
、
や
ぅ
や 

it

は
^

臉
を
1|
;

起
し
て
ゐ
る
。̂
?
!2
|

3

^

0

(̂/
)

奸
^

一
 

ベ
面
目
を
一
新
し
れ
の
で
あ
：る
が
、
尙
ほ
多
數
の
無
免 

' D
,
e
p
a
r
t
m
e
R

 

o
f

 

H
e
a
l
t
h

 

:

の
®

督
官
は
助
產
婦
の
技
能
Z

許
の
も
ぐb

助
產
婦
が
多
數
に
あ
る
。
無
免
許
の
助
產 

を
三
階
級
に
區
別
し
て
ゐ
る
。
，
第
一
は
完
全

«

|)
|
1
練

を

|

婦
は
免
許
の
助
産
婦

U

 

ニ
倍
す
る
ど
云
は
れ
て
ゐ
る
^
 

經
た
る
婦
人
で
あ
つ
七
：、
第
！

1
は
：醫
師
ま
れ
は
他
の
助 

. 

'產
婦
の
下
で
半
ば
訓
練
を
經
れ
る
も
の
、

•

第
三
は
全
然.

-

.，.訓
練
を
有
た
ぬ
婦
人
で
あ
る
。

最
後
の
も
の
即
ち
全 

_

然
素
人
な.
る
助
產
婦
は
：

「

低
廉
で0
W

に
喧
し
3

 

_

を
し
な
い
か
ら
非
常

^

#

要
が
多
い」

(

i

o

艮

C
o
m
m
i
t
t
e
e

 

f
o
r

 

t
h
e

 

P
r
e
v
e
n
t
i
o
n

 

o
f

 

B
l
i
n
d
n
e
s
s
,

 

F
i
r
s
t

A
n
n
u
a
l

 

R
e
p
o
r
t
,

 

N
o
v
.

 

1915 )

さ
ぅ
し
て
第
一
階
級
に
 

•

，.
入
る
ベ
含
助
産
婦
は1

:

九
〇
六
年
^

 

» 

で
五
西
人
の
助
產
婦
<

會
見
し
た
結
果
"

僅
々
十
パ
ー
，

：

. 

、

丨

セ
ン
ト̂

過
ぎ
ず
、
そ
の
他
の
九
十
パ
ー
セ
ン
ト
は
全

 

,

$

六

潘

(

四
〇
D

.:
:雜

錄

>
:

健
康
保
險
運
動

©基
調
. 

霞

.號
- 

一
二

j

乙
ろ
も
あ
る
。

一
九
一
三
年
に
茧
つ
て
十
一

1

個
の
州
で 

|

は
助
產
婦
に
.關
す
る
取
締
，を
行
ひ
、
抑
政
府
の
免
許
® 

\

度
を
採
用
し
^
が
、
ま
^
何
等
の
法
制
を
も
設
け
ず
、

\

成
ひ
は
全.
く
自
由
に
放
任
し
て
ゐ
る
^
こ
ろ
も
少
く
な 

\
n

(

求
完.)：


